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【厚木スマイルダイニング】
　有志団体「チームキャラフル」
が企画した食のイベント（8月
25・26日、9月1・2日に開催）。
「美と健康」をテーマに厚木の名
産を使ったフルコースを考案し、
市内のレストランで提供した。料
理の人気投票など参加型の催しも
実施。ナンバーワンに輝いた「厚
木の米とナスを使用した豆たっぷ
りリゾット」は、店のレギュラー
メニューに採用された。

「
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
味
は

い
か
が
で
す
か
」。笑
顔
あ
ふ
れ
る
会
場

で
、若
者
た
ち
が
来
場
者
を
も
て
な
す
。

　

こ
の
夏
、「
厚
木
ス
マ
イ
ル
ダ
イ
ニ
ン

グ
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

た
。
仕
掛
け
た
の
は
「
チ
ー
ム
キ
ャ
ラ

フ
ル
」。
市
内
の
若
手
社
会
人
ら
で
つ

く
る
有
志
団
体
だ
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
地

元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
フ
ル

コ
ー
ス
を
提
供
。
来
場
者
と
交
流
し
な

が
ら
厚
木
の
食
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

「
産
業
の
ま
ち
」
と
し
て
、
多
く
の
企

業
が
集
ま
る
厚
木
市
。
チ
ー
ム
キ
ャ
ラ

フ
ル
は
、
企
業
間
の
垣
根
を
越
え
て
団

結
し
、若
者
の
力
で
ま
ち
に
元
気
を
与
え

よ
う
と
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
個

性
輝
く
チ
ー
ム
の
活
動
を
追
っ
た
。

《
４
・
５
面
に
続
く
》

輝く
厚木の
若者たち

若 力い で

ま をち

元 気 に ！
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２面　災害時の支援体制を強化

「災害時要援護者支援制度」の充
実を目指し、個別支援計画を作
る取り組みが始まりました。

３面　第4次行政改革の実施結果

市民満足度の高い行政サービ
スを目指して実施した第4次
行政改革の結果をお知らせ。

６～9面　未来を担う技術者たち

研究開発施設が集積する厚
木。その中でひときわ輝く3人
の技術者たちに迫りました。

４・５面　輝く厚木の若者たち

若い力でまちを元気にしよう
と、4カ月にわたって奮闘した
若者たちの活動を紹介します。

編集･発行／厚木市政策部広報課
〒243‒8511 神奈川県厚木市中町3-17-17
TEL.046‒223‒1511㈹ FAX.046‒223‒9951

��

10・11面　タウンガイド

講座・催し・募集・子育てな
ど、暮らしに役立つ便利な情
報が満載。

����

www.city.atsugi.kanagawa.jp

「育てよう健やかに
　支えようみんなで」

11月は「子ども・若者
　　　　育成支援強調月間」
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を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
会
長
の
内
山
恭や
す

宏ひ
ろ

さ
ん
（
70
・
愛

甲
）
は
「
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
方
法
で
、

自
主
防
災
隊
と
協
力
し
て
計
画
の
作
成
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
住

民
同
士
の
助
け
合
い
が
多
く
の
命
を
救
い
ま

し
た
。「
災
害
時
に
は
地
域
の
つ
な
が
り
が
大

切
」
と
強
調
す
る
の
は
、
上
愛
甲
自
主
防
災

隊
長
の
高
澤
和
雄
さ
ん
（
63
）。「
支
援
が
必

要
な
方
の
情
報
を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と

で
、自
主
防
災
隊
も
速
や
か
に
活
動
で
き
る
」

　

市
が
平
成
19
年
に
開
始
し
た
「
災
害
時
要

援
護
者
支
援
制
度
」
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に

要
援
護
者
（
右
下
欄
参
照
）
を
地
域
全
体
で

支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。
市
は
、
要
援
護
者

か
ら
の
申
請
を
受
け
る
と
、
住
所
や
緊
急
連

絡
先
な
ど
の
情
報
を
台
帳
に
登
録
。
個
人
情

報
の
管
理
を
徹
底
し
た
上
で
、
地
域
住
民
の

相
談
に
応
じ
る
民
生
委
員
や
自
治
会
ご
と
に

組
織
す
る
自
主
防
災
隊
と
情
報
を
共
有
し
て

い
ま
す
。

　

８
月
末
現
在
の
登
録
者
数
は
５
１
４
４

人
。
災
害
時
に
は
、
台
帳
の
情
報
を
基
に
避

難
場
所
へ
の
誘
導
や
必
要
な
支
援
を
実
施
し

ま
す
（
左
下
欄
参
照
）。

　

災
害
時
な
ど
に
効
果
的
な
支
援
を
実
施
す

る
た
め
に
は
、
個
々
に
異
な
る
要
援
護
者
の

情
報
を
よ
り
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
市
で
は
９
月
か
ら
、
自
主
防
災
隊
連

絡
協
議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と

協
力
し
、
要
援
護
者
ご
と
に
個
別
の
支
援
計

画
を
作
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
が
中
心
と
な
り
、
台
帳
登
録
者

を
訪
問
。
同
意
を
得
た
上
で
、
障
害
の
程
度

や
生
活
の
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
個
別
計
画

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
支
援
す
る
「
災
害
時
要
援
護
者

支
援
制
度
」。
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、
市
で
は
民
生
委
員
や
自
主
防
災
隊
と
連
携
し
、
個
別
支
援
計
画
の
作
成
を

始
め
ま
し
た
。
災
害
時
の
支
援
を
強
化
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

災
害
時
の
支
援
体
制
を
強
化

元
気

厚木の魅力を発信するあゆコロちゃんと

　

澄
み
切
っ
た
青
空
に
秋
の
深
ま
り
を

感
じ
る
10
月
７
・
８
日
に
、恒
例
の
「
か

な
が
わ
フ
ー
ド
バ
ト
ル
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
と
し
は
「
あ
つ
ぎ
ス
イ
ー
ツ

ラ
ン
ド
」
と
県
内
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
集
う
「
か
な
キ
ャ
ラ
大
集

合
！
」
を
同
時
開
催
。
市
内
外
か
ら
２

日
間
で
13
万
人
も
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん
」
が
厚
木

の
食
ブ
ラ
ン
ド
や
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
し

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん
は

現
在
、
全
国
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
で
人
気
を
競

う
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
参

加
し
、
上
位
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
投

票
は
11
月
16
日
ま
で
毎
日
で
き
ま
す
の

で
、
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

都
市
間
競
争
が
激
し
く
な
る
中
で
都

市
の
魅
力
を
示
す
に
は
、
市
の
政
策
な

ど
を
効
果
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
厚
木
な
ら

で
は
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
、
多
く
の

人
が
「
行
っ
て
み
た
い
」、「
住
ん
で
み

た
い
」
と
思
う
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

トピック 地域福祉

と
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

要
援
護
者
と
し
て
登
録
し
て
い
る
武
田
ミ

サ
コ
さ
ん
（
82
・
愛
甲
）
は
「
地
域
の
皆
さ

ん
が
い
つ
も
気
に
掛
け
て
く
れ
て
い
る
の
で

安
心
で
す
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　

い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
う
た
め
に
は
、

住
民
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
市
で
は
自
治
会
や
民
生
委
員
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課
☎
225
局
２
２
０
０

民生委員（左）と自治会長（中央）などが連携して要援護者の
情報を把握

地
域
の
助
け
合
い
で
暮
ら
し
に
安
心
を

　次のいずれかに該当し、民生委員や自
主防災隊への情報提供に同意する方。市
への申請が必要です。

①身体障害者（肢体不自由１・２級）
②視覚障害者（１・２級）
③聴覚障害者（２級）
④知的障害者（Ａ判定）
⑤精神障害者（１級）
⑥高齢者（１人暮らし・寝たきり・認知症など）
⑦妊産婦、乳幼児、外国人（日本語の理
　解が困難な場合）など

要 援 護 者 と は

■福祉総務課、総合福祉セ
ンター、公民館などにある
申請書（市ホームページか
らダウンロード可）に必要
事項を書き、直接または郵
送で〒243-8511福祉総務課
へ。

【平常時】
・地域交流（見守り）
・防災訓練・研修会
・避難経路の確認

要援護者の了承を得て、
個々の情報を詳しく把握し
共有します。

【災害発生時】
・安否確認
・避難場所への誘導
・救出活動

要援護者

情報共有

市【台帳に登録】

民生委員

●台帳の情報を基に実施する活動●

◎特に支援が必要な要援護者

個別支援計画

自主防災隊

訪
問

※申請いただいた情報は適正に管理し、目的以外
に使用することは絶対にありません。

・近所の住民などから「地域見守り協力者」を選定。

申

民生委員・自主防災隊が聞き取りを実施。

申
請

制 度 の 仕 組 み

実
情
に
合
わ
せ
た
支
援
計
画
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★事務事業の見直し
　（補助金、委託料など） 　　　 

60億8千万円
★人件費の削減　　　　　　  20億２千万円
★公共工事コストの縮減　　　18億円
★市営住宅跡地など
　未利用地の売却　　　　　   2億5千万円
★広告掲載事業の拡大　　　  9千万円

活用した主な事業

全34事業

115億５千万円

健康予防医療の拡大、子ども医療費助成の拡大、
子育て環境整備、斎場建設、環境センター改修など

改革効果
額

第４次行政改革の成果

　

市
の
財
政
は
、
経
済
状
況
の
悪
化
や
少
子

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
第
４
次
行
政
改
革
で
は
、
効

率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
に
向
け
、
経
費

削
減
と
財
源
確
保
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

重
点
指
標
と
取
り
組
み
結
果

　

市
で
は
改
革
の
計
画
的
実
施
に
向
け
、
具

体
的
に
目
標
を
数
値
化
し
、
次
の
４
つ
の
重

点
指
標
を
定
め
ま
し
た
。

①
市
民
満
足
度
18
ポ
イ

ン
ト

ア
ッ
プ

②
経
常
収
支
比
率
（
財
政
の
弾
力
性
を
示
す

　

数
値
）
80
％
台
堅
持

③
職
員
定
数
90
人
削
減

④
改
革
効
果
額
１
１
０
億
円

　

指
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
34
の
事
業
を

実
施
。
補
助
金
や
委
託
料
な
ど
事
務
事
業
の

見
直
し
で
は
60
億
８
千
万
円
、
人
件
費
の
削

減
で
は
20
億
２
千
万
円
、
公
共
工
事
コ
ス
ト

の
縮
減
で
は
18
億
円
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
（
左
図
参
照
）。

　

そ
の
結
果
、
重
点
指
標
で
あ
る
市
民
満
足

度
が
30
・
９
ポ
イ

ン
ト

ア
ッ
プ
（
市
民
満
足
度
調
査

の
結
果
）、
職
員
定
数
は
１
０
１
人
削
減
、

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働
が
大
切
で

す
。そ
れ
ぞ
れ
が
特
長
を
生
か
す
こ
と
で
、

大
き
な
事
業
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
協
働
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
定
め
た
「
市
民
協
働
推
進
条
例
」
を

10
月
11
日
に
施
行
し
ま
し
た
。条
例
で
は
、

市
民
協
働
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
次
の

こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
市
民
協
働
の
基
本
原
則
（
市
民
協
働
を

進
め
る
上
で
の
ル
ー
ル
）

②
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
民
活
動
団
体
の
役

割
、
市
の
責
務
（
財
政
的
支
援
や
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
）

改
革
効
果
額
は
１
１
５
億
５
千
万
円
と
、
目

標
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

効
果
額
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

　

行
政
改
革
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
効
果
額

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
財
源
と
し
て
有
効

に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
や
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
、

斎
場
の
建
設
、環
境
セ
ン
タ
ー
の
改
修
な
ど
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
改
革
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、
徹
底
的
に
無
駄
を
削
減
す
る
た

め
、
４
月
か
ら
第
５
次
行
政
改
革
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
今
後
も
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
225
局
２
１
６
０

行
政
改
革

ト
ピ
ッ
ク

　市では、市民の皆さんにとって満足度の高い行政サー
ビスを目指し、市の業務を見直す行政改革に取り組んで
います。平成21～23年度にわたり実施した第４次行政改
革の結果をお知らせします。

限りある財源を有効に活用

第４次行政改革の実施結果

日　程 時間 会　場

11月16日（金） 19時～ 依知南公民館

11月17日（土） 10時～ 市役所第二庁舎

11月19日（月） 19時～ 荻野公民館

11月20日（火） 19時～ 南毛利公民館

問市民協働推進課☎225局2141

③
市
民
協
働
事
業
の
推
進
（
市
民
協
働
事

業
提
案
制
度
な
ど
）

④
市
民
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
市
の
取

り
組
み（
人
材
育
成
や
推
進
体
制
の
整
備
）

　

こ
の
他
、
市
民
協
働
の
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
た
「
市
民
協
働
推
進
基
金
」
を
設

置
。
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
寄
付
金
は
、
市

民
活
動
団
体
へ
の
助
成
に
活
用
し
ま
す
。

　

市
民
協
働
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
知
識
、
経
験
、
想
像
力
が
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
、
市
民
自
治
の
推

進
に
つ
な
が
り
ま
す
。
条
例
へ
の
理
解
を

深
め
、
私
た
ち
の
手
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

明るい笑顔が絶えないまちを目指していきます

市民の皆さんと行政が協力した地域づくりへ

市民協働推進委員会の
委員を募集

　市民協働推進条例の運用状況の点
検などに取り組む委員を募集します。
《対象》①市内在住在勤在学で応募
日現在18歳以上②他の付属機関など
の委員でない③市の議員・職員でな
い④平日昼間に開催する会議（年３
回程度）に出席できる―の全てを満
たす方３人
《任期》２年間
《報酬》１日7,800円（交通費含む）
《申し込み》市民協働推進課にある
申込書（市ホームページからダウン
ロード可）に必要事項と応募の動機
（400字程度）を書き、直接または郵
送、ファクス、Ｅメールで11月30日
（必着）までに〒243-8511市民協働
推進課☎225局2141･薨225局4612・
e -ma i l=2 8 0 0@c i t y . a tsug i .
kanagawa.jp へ。

市
民
協
働
推
進
条
例
が
ス
タ
ー
ト

み
ん
な
で
つ
く
る
私
た
ち
の
ま
ち

行
政
改
革
の
結
果
や
、
取
り
組
み
状
況
の
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

条 例 説 明 会
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「
若
者
が
仲
間
と
つ
な
が
り
個
性

を
発
揮
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と

で
、
ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
き
た

い
」。チ
ー
ム
キ
ャ
ラ
フ
ル
は
そ
ん
な

志
を
掲
げ
る
有
志
団
体
だ
。

　

市
内
に
研
究
施
設
を
構
え
る
日
産

自
動
車
株
式
会
社
の
若
手
社
員
を
中

心
と
し
て
、
３
年
前
に
結
成
。
向
上

心
あ
ふ
れ
る
メ
ン
バ
ー
14
人
が
集

い
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

若
者
に
活
躍
の
場
を
つ
く
る

　

チ
ー
ム
キ
ャ
ラ
フ
ル
が
初
め
て
手

掛
け
た
の
は
、
平
成
22
年
に
市
内
で

開
催
さ
れ
た
「
神
奈
川
フ
ー
ド
バ
ト

ル
」
で
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
制
作

だ
っ
た
。
２
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
期
間

中
に
来
場
者
の
笑
顔
の
写
真
２
５
０

０
枚
を
集
め
、
巨
大
な
「
子
ど
も
の

笑
顔
」を
完
成
さ
せ
た
。「
人
と
つ
な

が
っ
て
生
ま
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

き
さ
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
興
奮

を
覚
え
た
」
と
リ
ー
ダ
ー
の
内
田
修

平
さ
ん
（
29
）
は
振
り
返
る
。

　
「
若
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
も
っ

と
つ
く
ろ
う
。
僕
ら
が
モ
ザ
イ
ク

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
味
わ
っ
た

感
動
を
分
か
ち
合
っ
て
も
ら
い
た

い
」。
チ
ー
ム
は
こ
と
し
、食
を
通
じ

て
人
と
人
を
つ
な
げ
る
「
厚
木
ス
マ

た
。
最
初
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か

れ
た
の
は
５
月
。メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、

「
成
長
し
た
い
」「
感
動
し
た
い
」な
ど

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
懸
け
る
意
気
込

み
を
熱
く
語
っ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
週
末
の
企
画
会
議
だ

け
で
な
く
、
平
日
も
仕
事
や
勉
強
の

合
間
を
縫
い
メ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て

議
論
を
重
ね
て
い
っ
た
。
企
画
の
柱

に
据
え
た
の
は
、
厚
木
の
名
産
を

使
っ
た
フ
ル
コ
ー
ス
の
提
供
。
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
竹
本
怜
史
さ
ん（
27
）

は
「
地
元
の
食
材
の
良
さ
を
引
き
出

す
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
て
、
多
く
の

人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
た
。

地
元
農
家
と
の
ふ
れ
あ
い

　

メ
ン
バ
ー
は
次
に
、
厚
木
の
名
産

を
調
べ
る
た
め「
厚
木
市
民
朝
市
」を

訪
れ
た
。
生
産
者
と
交
流
し
な
が
ら

回
っ
た
会
場
で
、
農
家
の
牧
田
啓
子

さ
ん
（
64
・
愛
甲
）
に
出
会
っ
た
。

活
動
の
趣
旨
を
聞
い
た
牧
田
さ
ん
は

「
食
で
ま
ち
お
こ
し
を
志
す
若
者
に
、

自
ら
土
に
触
る
こ
と
で
農
業
の
や
り

が
い
や
厳
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
、
農
作
業
の
体
験
を
提
案
し
た
。

　

後
日
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
牧
田
農

園
を
訪
問
。
汗
ま
み
れ
に
な
り
な
が

票
。
１
位
に
選
ば
れ
た
料
理
は
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ニ
ュ
ー

に
な
る
。
他
に
も
、
料
理
に
使
っ
た

食
材
を
買
え
る
場
所
が
分
か
る
ボ
ー

ド
の
展
示
、
来
場
者
同
士
の
交
流
を

生
む
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
配
布
な

ど
の
実
施
を
決
め
た
。
し
か
し
、
８

月
に
入
っ
て
も
細
部
を
詰
め
切
れ
ず

準
備
は
停
滞
し
て
い
た
。
副
リ
ー

ダ
ー
が
海
外
に
転
勤
し
、
そ
の
穴
を

埋
め
切
れ
ず
に
い
た
。

　
「
本
番
ま
で
も
う
少
し
。最
後
ま
で

や
り
遂
げ
よ
う
」。メ
ン
バ
ー
を
鼓
舞

し
た
の
は
竹
本
さ
ん
だ
っ
た
。「
人
を

ま
と
め
上
げ
る
力
を
成
長
さ
せ
た

い
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
た
竹

本
さ
ん
。
先
頭
に
立
っ
て
役
割
分
担

を
再
確
認
し
、
み
ん
な
を
リ
ー
ド
し

た
。話
し
合
い
は
連
日
深
夜
に
及
び
、

気
が
付
く
と
メ
ン
バ
ー
の
間
で
交
わ

さ
れ
た
メ
ー
ル
は
千
件
に
迫
っ
て
い

た
。
次
第
に
人
に
頼
る
姿
勢
は
な
く

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
行
動

し
て
い
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ダ
イ
ニ
ン
グ

　
「
頑
張
っ
て
い
こ
う
！
」

「
オ
ー
ッ
！
」。
店
内
に
響
き
渡
る
元

気
な
掛
け
声
。「
厚
木
ス
マ
イ
ル
ダ
イ

ニ
ン
グ
」
の
幕
が
上
が
っ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
料

理
に
込
め
た
思
い
を
語
り
、
誠
心
誠

意
の
も
て
な
し
を
し
た
。
友
人
と
共

に
参
加
し
た
金
谷
恵
さ
ん
（
50
・
飯

山
）
は
「
身
近
な
食
材
の
お
い
し
さ

に
感
動
し
た
。
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

あ
ふ
れ
る
活
動
は
と
て
も
頼
も
し

い
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
た
。

　

竹
本
さ
ん
は
「
仲
間
が
い
た
か
ら

成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
苦
労
が
報
わ
れ

て
最
高
に
う
れ
し
い
」
と
達
成
感
に

満
ち
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

若
者
た
ち
の
挑
戦
は
続
く

　

会
場
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
料
理
に
大
満
足
」、「
ス
タ
ッ
フ

の
笑
顔
が
良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。
回
答
者
全
員
が
再
来

店
を
希
望
す
る
な
ど
、
顧
客
の
獲
得

に
も
高
い
効
果
が
得
ら
れ
て
い
た
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
た
ち

の
充
実
し
た
表
情
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
。
自
分
た
ち
も
刺
激

を
受
け
た
」。内
田
さ
ん
は
確
か
な
手

応
え
を
感
じ
て
い
た
。「
厚
木
に
は
豊

か
な
自
然
や
温
泉
、
お
し
ゃ
れ
な
店

な
ど
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
次
は

舞
台
を
変
え
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
い
」と
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　

厚
木
の
若
者
た
ち
は
、
仲
間
と
つ

な
が
る
こ
と
で
大
き
な
力
を
発
揮
し

　この夏、厚木のまちで笑顔と熱気にあふれた食のイベントが開催された。企画
したのは、市内で働く若手社会人たちの集まり「チームキャラフル」。若者が活躍
できる場をつくり、まちに活気を与えようと結成された有志団体だ。厚木を舞台
に「ひとおこし」と「まちおこし」への挑戦を続ける活動に密着した。

輝く厚木の若者たち

野村翔さん（25）

八田ゆかりさん（31）

鈴木大輔さん（29）

浦野紗
さ え

衣さん（20）

竹本怜史さん（27）

御
み

法
のり

川
かわ

諒
りょう

子
こ

さん（25）

加藤太一さん（30）

木下真菜美さん（20）

チームキャラフルを
映像で紹介

　チームキャラフルを特
集した市広報番組「あつ
ぎ元気Wave」をケーブ
ルテレビと市ホームペー
ジで放映・配信します。

11月１日～10日
①12：00②19：30
③22：45～

あゆ
チャンネル
（11ch）

イ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
を
開
催
し
た
。

厚
木
の
食
の
良
さ
を
広
め
た
い

　

厚
木
ス
マ
イ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
、

若
者
な
ら
で
は
の
発
想
で
飲
食
店
に

新
た
な
店
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

案
し
、
店
の
顧
客
獲
得
と
ま
ち
の
活

性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
企
画
さ
れ

た
。
協
力
を
得
た
レ
ス
ト
ラ
ン
と
地

場
産
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
し
、
市
内
産
の
食
材
を
P
R

す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
の

は
、
チ
ー
ム
キ
ャ
ラ
フ
ル
が
公
募
し

た
厚
木
の
若
者
た
ち
。
社
会
人
や
学

生
な
ど
個
性
豊
か
な
８
人
が
集
ま
っ

ら
ト
マ
ト
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
収

穫
を
手
伝
っ
た
。
牧
田
さ
ん
か
ら
地

産
地
消
へ
の
思
い
を
聞
き
、
メ
ン

バ
ー
も
ま
ち
お
こ
し
へ
の
思
い
を

語
っ
た
。「
ま
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

い
う
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た
若
者
を

応
援
し
た
い
」。牧
田
さ
ん
は
ト
マ
ト

や
キ
ュ
ウ
リ
、
手
作
り
の
み
そ
な
ど

の
提
供
を
約
束
し
て
く
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
力
を
結
集

　

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
を
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
ら
と

進
め
る
一
方
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
企
画
を
考
え
て
い
た
。

思
い
付
い
た
の
は
、
料
理
の
人
気
投

　

会
場
は
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
来
場

者
で
満
席
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

地
元
の
食
材
を
お
い
し
そ
う
に
味
わ

う
来
場
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

た
。「
ひ
と
」
を
、「
ま
ち
」
を
、「
社

会
」
を
元
気
に
す
る
挑
戦
。
高
い
目

標
に
挑
む
若
者
た
ち
の
歩
み
は
止
ま

ら
な
い
。①チームキャラフルのメンバーと議論する代表の内

田さん（左）②メディアの注目も集めたモザイクアー
ト③朝市では生産者と触れ合いながら会場を回った
④企画会議はいつも和やかに進行⑤牧田さん（右）と
交流した収穫体験で農業の厳しさを実感⑥試作を重
ねたチーズケーキには牧田さんのみそを使用⑦集客
のためのチラシ配りは苦戦しながらも1500枚を配布
⑧来場者全員に手書きのメッセージを作成⑨イベン
トでは来場者と楽しく交流しながらもてなした

若者のアイデアが刺激に
　チームキャラフル
から厚木スマイルダ
イニングの企画が持
ち込まれた時は驚き
ました。同時に、若
者に元気がないと感
じていた私は、エネ
ルギッシュな若者が
厚木にいることを知

り、とてもうれしく思いました。
　厚木スマイルダイニングを通じて得ら
れた財産は、多くの人とのつながりを持
てたこと。こうしたつながりが、まちに
エネルギーを生み出す様子を見られたこ
とは、とても良い刺激になりました。チー
ムキャラフルには、今後さらに活動の枠
を広げて、もっと厚木を元気にしてもら
いたいです。

会場となった「ベジ
グリル&バール TON 
TON」のオーナー
権
ごんのかみ

守啓子さん（45）

厚木スマイルダイニング
プロジェクトメンバー

6

5

4

9

8

7

2

1

3
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む
こ
と
が
で
き
る
。

「
ユ
ー
ザ
ー
の
要

望
に
応
え
る
の
と
同

時
に
、
機
器
の
耐
久

性
や
信
頼
性
も
向
上

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
越
後
谷
さ

ん
は
話
す
。
ス
イ
ッ

チ
ャ
ー
の
ボ
タ
ン
は

総
計
1
0
0
万
回
以

上
も
押
さ
れ
る
と
い

わ
れ
る
が
、
一
度
で

も
ス
イ
ッ
チ
が
利
か
な
け
れ
ば
放
送

事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
技
術

者
の
責
任
は
大
き
い
。

　
チ
ー
ム
で
達
成
す
る
喜
び

ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
を
商
品
化
す
る
た

め
に
、
設
計
チ
ー
ム
の
中
だ
け
で
も

電
気
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
メ
カ
ニ
ッ

ク
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
置
か
れ
て

い
る
。
越
後
谷
さ
ん
は
電
気
グ
ル
ー

プ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
て
い
る
。
20
代
か
ら
50
代
ま
で
の

6
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
ま
と
め
、
ス

イ
ッ
チ
ャ
ー
の
基
板
や
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
パ
ネ
ル
と
呼
ば
れ
る
操
作
盤
の
製

作
を
手
掛
け
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
業
務
は
分
か
れ

て
い
る
が
、「
チ
ー
ム
内
に
は
上
下

関
係
が
な
く
、
自
由
に
意
見
を
出
し

合
え
る
雰
囲
気
。
チ
ー
ム
で
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
、
完
成
し
た
時
の
達

成
感
も
格
別
」
と
話
す
。

　
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

設
計
し
た
製
品
が
動
い
た
瞬
間

を
、
越
後
谷
さ
ん
は
「
初
め
て
逆
上

が
り
が
で
き
た
時
の
よ
う
な
感
覚
」

と
表
現
す
る
。「
そ
の
喜
び
は
毎
回

変
わ
ら
な
い
。
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

食
品
化
学
学
会
か
ら
「
第
14
回
奨
励

賞
」
が
贈
ら
れ
た
。

　
後
世
に
味
を
残
す

味
覚
セ
ン
サ
ー
は
九
州
大
学
と
の

産
学
共
同
で
開
発
さ
れ
た
。
安
食
さ

ん
は
、
セ
ン
サ
ー
の
考
案
者
で
あ
る

同
大
学
の
都と

甲こ
う

潔き
よ
し

教
授
（
59
）
の
言

葉
に
感
銘
を
受
け
た
。「
楽
譜
が
あ
る

か
ら
人
は
同
じ
音
楽
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
い
つ
ま
で
も
残
す
こ
と
が

で
き
る
。
味
を
楽
し
む
た
め
に
、『
食し

ょ
く

譜ふ

』
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
人

は
同
じ
味
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、
い
つ
ま
で
も
残
す
こ
と
が
で
き

る
は
ず
だ
」。

人
間
の
味
覚
は
時
代
と
と
も
に
変

化
し
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る

商
品
の
味
も
変
わ
っ
て
い
く
。
写
真

や
映
像
な
ど
に
よ
っ
て
出
来
事
の
歴

史
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
味
の
数
値
が
記
録
さ
れ
れ
ば
味

覚
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

　
味
覚
セ
ン
サ
ー
と
の
出
合
い

化
学
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
校

生
の
時
。
実
験
の
授
業
で
「
物
質
と

物
質
を
混
ぜ
る
と
全
く
別
の
物
が
で

き
る
の
が
不
思
議
に
思
え
た
」
こ
と

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
さ
ら
に
金
沢

大
学
の
修
士
課
程
で
薬
用
植
物
園
講

座
を
選
択
。
そ
こ
で
生
薬
の
面
白
さ

を
知
っ
た
。

卒
業
後
は
薬
剤
師
と
し
て
就
職

し
、
主
に
生
薬
の
品
質
管
理
に
当

た
っ
て
い
た
。
そ
の
職
場
で
、
味
覚

セ
ン
サ
ー
の
存
在
を
知
っ
た
。
安
食

さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
装
置
は
生
薬

研
究
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
画

期
的
な
も
の
だ
っ
た
。
味
覚
セ
ン

ら
、
き
っ
と
続
け
て
い
け
な
い
で
す

ね
」
と
無
邪
気
に
笑
う
。

最
も
苦
労
す
る
点
は
「
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
完
成
度
を
高
め
て
仕
上

げ
る
こ
と
」。
実
際
に
動
作
し
て
も
、

テ
ス
ト
や
評
価
を
重
ね
て
い
く
上
で

不
具
合
が
生
じ
て
く
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。
だ
が
、
定
め
ら
れ
た
納

期
の
中
で
問
題
を
解
決
し
、
完
成
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
状
況
で

も
「
期
限
、
要
求
さ
れ
た
性
能
、
コ

ス
ト
な
ど
複
合
的
な
要
素
が
絡
ん
で

い
る
中
で
、
ど
こ
ま
で
自
分
の
考
え

を
埋
め
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
」と
、

越
後
谷
さ
ん
は
挑
戦
す
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
。

　

製
品
に
想
像
力
を

「
製
品
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
い

ろ
い
ろ
想
像
が
広
が
っ
て
く
る
。
今

は
想
像
力
を
鍛
え
て
い
る
段
階
で
す

が
、
熟
れ
て
き
た
ら
そ
れ
を
一
気
に

表
現
し
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
話

す
越
後
谷
さ
ん
。

「
自
分
が
想
像
で
き
る
全
て
が
詰

ま
っ
て
い
る
―
そ
ん
な
も
の
が
作
れ

た
ら
、
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
本
望
で
す
」。
そ
の

目
は
少
年
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
。

サ
ー
に
魅
了
さ
れ
た
安
食
さ
ん
は
、

新
た
な
研
究
を
す
る
た
め
現
在
の
会

社
に
移
っ
た
。

夢
中
に
な
る
と
何
で
も
の
め
り
込

む
タ
イ
プ
。「
上
司
に
止
め
ら
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
、
研
究
に
没
頭
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
」
と
、
穏
や
か
な
表

情
に
も
研
究
者
ら
し
い
一
面
を
の
ぞ

か
せ
る
。

　
生
薬
に
生
か
し
た
い

現
在
、
味
覚
セ
ン
サ
ー
の
製
品
サ

ポ
ー
ト
の
傍
ら
生
薬
の
研
究
に
精
を

出
す
安
食
さ
ん
。「
厚
生
労
働
省
が
示

す
日
本
薬
局
方
に
生
薬
の
味
の
基
準

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
人
の
感

覚
に
よ
る
も
の
。
生
薬
は
天
然
物
な

の
で
、
物
に
よ
っ
て
差
が
大
き
い
。

品
質
が
一
定
の
生
薬
を
患
者
さ
ん
に

提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
数

値
で
基
準
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
と

強
調
す
る
。

今
後
、
味
覚
セ
ン
サ
ー
は
乳
幼
児

が
飲
み
や
す
い
薬
の
研
究
や
、人
間
に

よ
る
味
覚
検
査
が
で
き
な
い
新
薬
の

開
発
な
ど
に
も
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。そ
の
可
能
性
を
広
げ
よ
う
と
、

安
食
さ
ん
の
飽
く
な
き
研
究
は
続
く
。

　装置での計測や数値化はできないと思われてきた味覚研究の世界が一変した。株式会社インテリジェ
ントセンサーテクノロジーが開発したのは、味覚センサーと呼ばれる味覚認識装置。味のメカニズムにつ
いて研究する安食菜穂子さんは、ことし６月に日本食品化学学会で第14回奨励賞を受賞した。

　

日
本
が
誇
る
世
界
の
ト
ッ
プ
企
業
・
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
。
厚
木
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

に
は
多
く
の
優
秀
な
技
術
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。
映
像
制
作
用
の
機
器
を
作
る
越
後
谷
俊
太

さ
ん
も
そ
の
一
人
。
も
の
づ
く
り
に
情
熱
を
注
ぐ
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
思
い
と
は
。

あ
つ
ぎ
か
ら
ニ
ッ
ポ
ン
、そ
し
て
世
界
へ
。

味の「世界標準」を作るために

想
像
で
き
る

最
高
の
製
品
を
目
指
し

味覚を数値で示す研究者・安
あ ん

食
じ き

菜
な

穂
お

子
こ

さん(41)

映
像
制
作
機
器
設
計
・
越え

ち

後ご

谷や

俊し
ゅ
ん

太た

さ
ん
(29)

「
自
分
で
設
計
し
た
製
品
が
実
際

に
動
い
た
瞬
間
が
、何
よ
り
の
喜
び
」

と
話
す
越
後
谷
さ
ん
。
ソ
ニ
ー
厚
木

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
旭
町
）

が
世
に
送
り
出
す
映
像
制
作
機
器
・

ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
の
設
計
を
手
掛
け
て

6
年
に
な
る
。

　
進
化
す
る
最
新
機
器

ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
は
放
送
局
や
ス
タ

ジ
ア
ム
な
ど
で
使
用
さ
れ
、
複
数
台

の
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
映
像

や
音
声
を
切
り
替
え
る
装
置
。
カ
メ

ラ
映
像
の
他
、
録
画
映
像
や
緊
急
速

報
な
ど
の
字
幕
も
操
作
で
き
る
。

入
社
し
た
の
は
慶
応
義
塾
大
学
大

学
院
を
卒
業
し
た
24
歳
の
時
。
小
さ

い
時
か
ら
も
の
づ
く
り
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
越
後
谷
さ
ん
に
と
っ

て
、
ソ
ニ
ー
へ
の
入
社
は
自
然
な
選

択
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
現
在
の
部
署
で

あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
に
配

属
。
当
初
は
ソ
ニ
ー
が
ス
イ
ッ

チ
ャ
ー
を
作
っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら

な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
楽
し
さ
を
見

い
だ
し
て
い
っ
た
。「
こ
の
仕
事
は
、

一
か
ら
自
分
で
考
え
て
作
れ
る
と
こ

ろ
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
充
実
し
た

表
情
で
話
す
。

入
社
当
時
の
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
は
、

表
示
さ
れ
て
い
る
映
像
の
ボ
タ
ン
だ

け
が
赤
く
光
っ
て
い
る
シ
ン
プ
ル
な

も
の
だ
っ
た
。
現
在
は
、
カ
メ
ラ
映

像
や
録
画
映
像
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
化

し
て
色
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
大
幅
に
改
良
さ
れ
て
い
る
。
放
送

局
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
見
や
す
く
操

作
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
私
た
ち

は
テ
レ
ビ
画
面
な
ど
を
通
し
て
よ
り

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
映
像
を
楽
し

容
器
に
入
れ
ら
れ
た
液
体
の
中
を

セ
ン
サ
ー
が
上
下
に
動
く
。
計
測
し

て
い
る
の
は「
味
」。
こ
れ
ま
で
感
覚

的
に
し
か
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
味
覚

の
世
界
を
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
広
げ
た
。
こ
こ
は
恩
名
に
あ
る
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
セ
ン
サ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
。
経
済
産
業
省
主
催
の

「
2
0
0
9
年
度
第
3
回
も
の
づ
く

り
日
本
大
賞
」
の
製
品
・
技
術
開
発

部
門
で
特
別
賞
を
受
賞
し
た
企
業

だ
。
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
安
食
さ

ん
は
、
こ
と
し
で
入
社
5
年
目
。
味

覚
セ
ン
サ
ー
と
呼
ば
れ
る
機
械
を
使

い
、味
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
世
界
で
唯
一「
味
の
物
差
し
」

味
覚
セ
ン
サ
ー
と
は
、
人
の
五
感

の
一
つ
で
あ
る
味
覚
を
計
測
す
る
も

の
。
人
間
の
舌
に
似
せ
た
人
工
樹
脂

膜
を
使
っ
て
、
味
を
数
値
化
し
て
い

る
。
計
測
で
き
る
の
は
酸
味
、苦
味
、

甘
味
、
塩
味
、
う
ま
味
、
渋
味
の
6

つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
口
当
た
り
と
後
味

の
違
い
な
ど
も
比
較
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
ビ
ー
ル
な
ど
の
「
コ
ク
」

や
「
キ
レ
」
ま
で
も
数
値
化
を
実
現

し
た
。
日
数
や
温
度
に
よ
る
味
の
成

分
の
変
化
を
比
べ
る
こ
と
で
、
賞
味

期
限
や
消
費
期
限
な
ど
の
算
定
基
準

に
も
な
る
。

「
バ
タ
ー
が
な
く
て
も
バ
タ
ー
の

風
味
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
食
品

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
夢
の
よ
う
な

技
術
」
と
安
食
さ
ん
は
言
う
。
店
頭

に
並
ん
で
い
る
商
品
に
は
、
こ
の
装

置
に
よ
り
研
究
開
発
さ
れ
た
食
品
も

数
多
い
。

こ
と
し
６
月
に
は
、
食
品
素
材
や

天
然
添
加
物
な
ど
の
味
と
安
全
性
に

関
す
る
安
食
さ
ん
の
研
究
に
、
日
本

日夜研究に励む安食さん

スイッチャーの設計を手掛ける越後谷さん

ん

て

厚厚厚厚厚厚
木木木木木木
市市市市市
にににににに
ははははは
、、、
多多多多多多
くくくくくく
ののののの
研研研研研研
究究究究究究
開開開開開
発発発発発発
施施施施施施
設設設設設
ががががが
集集集集集集
積積積積積

ししししし
、、、
世世世世世世
界界界界界
ののののの
市市市市市市
場場場場場
ににににに
通通通通通通
用用用用用
すすすすす
るるるるる
技技技技技
術術術術術術
やややややや
製製製製製
品品品品品
をををををを
作作作作作

りりりりり
出出出出出出
ししししし
ててててて
いいいいい
るるるるる
。。。
市市市市市市
内内内内内内
ででででで
働働働働働働
くくくくくく
技技技技技
術術術術術術
者者者者者者
・・・
研研研研研
究究究究究究
者者者者者

ののののの
中中中中中中
かかかかか
ららららら
、、、ひひひひひひ
ととととと
ききききき
わわわわわわ
輝輝輝輝輝
くくくくく
３３３３３
人人人人人人
ののののの
姿姿姿姿姿姿
ににににに
迫迫迫迫迫
っっっっ
たたたたたた
。。。

未
来
を
担
う
技
術
者
た
ち
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科
大
学
を
卒
業
後
、
い
っ
た
ん
は
富

山
県
に
あ
る
半
導
体
関
係
の
会
社
に

勤
め
た
。
だ
が
学
生
時
代
に
の
め
り

込
み
、
大
学
の
研
究
テ
ー
マ
に
も
選

ん
だ
自
動
車
部
品
の
設
計
に
対
す
る

思
い
は
消
え
な
か
っ
た
。「
や
は
り

車
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」。
先

に
入
社
し
て
い
た
先
輩
の
誘
い
も
あ

り
、
転
職
を
決
め
た
。

こ
と
し
７
月
に
は
技
師
に
昇
格
。

設
計
だ
け
で
な
く
、
製
品
の
仕
様
変

更
な
ど
の
際
に
は
部
署
間
の
意
見
の

取
り
ま
と
め
や
調
整
も
任
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け

技
術
者
の
苦
労
は
多
い
。
自
動
車

部
品
に
限
ら
ず
、
製
品
を
販
売
す
る

ま
で
に
は
企
画
か
ら
設
計
、
試
作
、

生
産
、
営
業
な
ど
多
く
の
部
署
や
人

が
関
わ
る
。
設
計
部
門
は
製
品
そ
の

も
の
の
可
能
性
を
追
求
す
る
た
め
、

生
産
部
門
か
ら
「
こ
の
設
計
仕
様
で

は
作
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

他
の
部
署
の
考
え
や
仕
事
を
理
解

し
て
い
な
い
た
め
に
、
大
変
な
思
い

を
す
る
こ
と
も
多
い
。
だ
が
、
江
崎

さ
ん
に
は
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
今
も
仕
事
を
す
る
上
で
財

産
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
設

計
者
は
ほ
と
ん
ど
経
験
す
る
こ
と
の

な
い
「
工
場
勤
務
の
２
年
間
」
だ
。

仕
事
を
変
え
た
経
験

入
社
か
ら
２
年
目
、
応
援
と
い
う

要
素
も
強
く
設
計
本
部
か
ら
生
産
技

術
部
に
配
属
さ
れ
た
。
飯
山
の
工
場

で
、
生
産
ラ
イ
ン
の
管
理
や
設
備
の

改
善
な
ど
に
当
た
る
毎
日
。
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
生
産
機
械
の
仕
組
み
や

仕
事
の
や
り
方
な
ど
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
。

「
あ
の
時
の
経
験
が
な
け
れ
ば
、

今
の
仕
事
は
で
き
な
か
っ
た
」。
江

崎
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。
設
計

に
戻
り
、「
生
産
ラ
イ
ン
で
作
れ
る

か
」
と
い
う
こ
と
を
そ
れ
ま
で
以
上

に
念
頭
に
置
い
て
図
面
を
引
く
よ
う

に
な
っ
た
。
部
署
を
越
え
て
人
と
つ

な
が
っ
た
こ
と
で
、
調
整
な
ど
の
仕

事
も
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
。

事
故
を
な
く
す
た
め
に

Ａ
Ｂ
Ｓ
は
、
数
あ
る
自
動
車
部
品

の
中
で
も
よ
り
高
い
安
全
性
が
求
め

ら
れ
る
重
要
な
装
置
だ
。
不
具
合
が

出
れ
ば
事
故
に
直
結
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
常
に
確
実
で
正
確
な
動
作
が

求
め
ら
れ
る
。
江
崎
さ
ん
も
「
安
全

性
と
新
た
な
仕
様
の
両
立
が
最
も
難

し
い
」
と
口
に
す
る
。

「
人
の
命
を
左
右
す
る
も
の
だ
と

い
う
意
識
も
あ
る
し
、
常
に
緊
張
感

を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
」
と
真

剣
な
表
情
で
話
す
江
崎
さ
ん
。
安
全

性
を
保
ち
な
が
ら
新
た
な
製
品
を
作

る
と
い
う
使
命
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
な
が
ら
も
、「
だ
か
ら
こ
そ
打

ち
込
み
が
い
が
あ
る
」。

「
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
も

の
づ
く
り
を
追
求
し
て
い
き
た
い
」

と
夢
を
語
る
江
崎
さ
ん
。
若
き
技
術

者
の
挑
戦
に
期
待
が
膨
ら
む
。

「
自
分
の
ア
イ
デ
ア
が
製
品
に
反

映
さ
れ
て
世
に
出
る
。技
術
者
冥み
ょ
う
り利

に
尽
き
る
瞬
間
で
す
」。
自
ら
の
仕

事
の
魅
力
に
つ
い
て
、
そ
う
話
す
江

崎
さ
ん
。
恩
名
に
あ
る
日
立
オ
ー
ト

モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
厚
木
事
業

所
で
、
自
動
車
部
品
の
設
計
に
携
わ

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
一
人
だ
。

常
に
新
た
な
設
計
を

江
崎
さ
ん
が
設
計
し
て
い
る
の

は
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
・
ブ
レ
ー
キ
・

シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
と
い
う
製
品
。

雨
の
日
な
ど
滑
り
や
す
い
路
面
で
も

タ
イ
ヤ
が
ス
リ
ッ
プ
し
な
い
よ
う
ブ

レ
ー
キ
を
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

自
動
車
の
安
全
走
行
の
一
端
を
担
っ

て
い
る
。
現
在
の
自
動
車
に
ほ
ぼ
標

準
装
備
さ
れ
、
江
崎
さ
ん
が
働
く
部

署
で
は
製
品
の
開
発
や
改
良
な
ど
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。

江
崎
さ
ん
の
仕
事
は
Ａ
Ｂ
Ｓ
製
品

の
改
良
。
生
産
性
の
向
上
や
コ
ス
ト

の
削
減
に
つ
な
が
る
設
計
、
取
引
先

か
ら
の
要
望
な
ど
の
課
題
に
取
り
組

み
つ
つ
、
製
品
の
性
能
ア
ッ
プ
や
小

型
化
な
ど
に
も
挑
ん
で
い
る
。

消
え
な
か
っ
た
車
へ
の
思
い

入
社
９
年
目
。
市
内
の
神
奈
川
工

　市内に２つの製造拠点を構える日立オートモティブシステムズ株式会社。自動車部品の開発、設計、生産
などを担っている。製品の可能性を広げようと、設計に打ち込むエンジニア・江崎隆也さんに話を聞いた。

「安全」のための技術を追求したい
自動車部品設計・江

え

崎
ざ き

隆
た か

也
や

さん（34）

未来を担う技術者たち

仕事への思いを語る江崎さん

Administrator
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の
人
が
働
き
に
通
う
活
力
あ
る
ま
ち

で
す
。
人
口
の
平
均
年
齢
も
若
く
、

全
国
的
に
見
て
も
恵
ま
れ
た
都
市
で

す
。
現
在
わ
が
国
は
経
済
的
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
厚
木
に
は

圏
央
道
の
開
通
や
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
特
区
」（
※
２
）
の
話
題
な
ど

明
る
い
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
研
究
開

発
や
生
産
・
物
流
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
発
展
が
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

（
※
１
）
昼
夜
間
人
口
比
率
＝
夜
間

人
口
１
０
０
人
当
た
り
の
昼
間
人
口

の
割
合
。

（
※
２
）「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特

区
」（
仮
称
）
＝
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
の
実
用
化
や
普
及
に
向
け
こ
と
し

９
月
に
県
が
申
請
。
厚
木
市
は
高
齢

者
の
歩
行
な
ど
を
助
け
る
介
護
・
医

療
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
地
区
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。

―
―
優
れ
た
技
術
者
や
研
究
者
が
厚

木
に
集
ま
る
理
由
は
。

野
田

昔
か
ら
優
れ
た
技
術
者
は
い

ま
し
た
が
、
30
年
ほ
ど
前
に
森
の
里

地
区
を
「
研
究
学
園
都
市
」
と
し
て

開
発
し
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。

研
究
所
や
大
学
が
立
ち
並
び
、
技
術

者
・
研
究
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

―
―
企
業
が
厚
木
に
進
出
す
る
優
位

性
は
何
で
し
ょ
う
か
。

野
田

何
と
い
っ
て
も
立
地
が
優
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
神
奈
川
県
の
中

心
に
あ
り
、
山
や
川
な
ど
自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら

街
道
が
通
り
、
人
が
集
ま
る
ま
ち
で

し
た
。
さ
ら
に
昭
和
43
年
の
東
名
厚

木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
で
交

通
の
便
が
良
く
な
り
、
一
気
に
産
業

の
拠
点
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

―
―
企
業
が
進
出
す
る
こ
と
に
よ
る

市
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

野
田

一
番
は
地
域
の
経
済
が
潤
う

こ
と
。
厚
木
に
来
た
企
業
が
開
発
や

生
産
な
ど
で
投
資
活
動
を
展
開
す
れ

ば
、市
内
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
。

雇
用
創
出
や
税
収
の
増
加
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。ま
ち
が
豊
か
に
な
れ
ば
、

手
厚
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

―
―
来
年
、
さ
が
み
縦
貫
道
路
・
圏

央
厚
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通

し
ま
す
。

野
田

大
き
な
影
響
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
高
速
道
路
の
物
流
に
お
い
て
、

厚
木
は
も
は
や
神
奈
川
の
中
心
を
超

え
て
日
本
の
中
心
に
な
る
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
企
業
が
進
出
し
や
す
い
環

境
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
は
近

隣
都
市
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
。
都

市
間
競
争
の
中
で
、
行
政
も
知
恵
を

絞
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
最
後
に
、
産
業
や
経
済
的
な
側

面
か
ら
今
後
の
厚
木
に
ど
の
よ
う
な

展
望
を
お
持
ち
で
す
か
。

野
田

厚
木
は
昼
夜
間
人
口
比
率

（
※
１
）
が
１
１
４
・
９
％
。
多
く

豊かな自然も魅力の一つと語る野田さん

問産業振興課☎225局2830

　

市
内
の
産
業
集
積
は
県
内
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
り
、
優
れ
た
技
術

者
・
研
究
者
が
日
々
そ
の
成
果
を
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
産

業
が
市
内
に
集
ま
っ
た
背
景
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
浜
銀

総
合
研
究
所
・
顧
問
の
野
田
幹
雄
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
・
厚
木

最
先
端
の
技
術
を
世
界
に
発
信

活躍する技術者を
映像で紹介

ものづくりの現場で活躍する技術者
を紹介した市広報番組「あつぎ元気
Wave」をケーブルテレビと市ホーム
ページで放映・配信します。

11月11日～20日
①12：00②19：30
③22：45～

あゆ
チャンネル
（11ch）

あつぎものづくりブランド

　市では、市内の優れた産業集積を都市の「ブ
ランド」の一つとして捉え、地域経済の成長
を図りながら市の魅力を全国に発信する「あ
つぎものづくりブランディング事業」を進め
ています。市内の産業や働く人の姿を知り、
市に誇りと愛着を持っていただけるよう、厚
木のものづくりの力を「ブランド」として育
てていきます。

術や製品など、さまざまな
分野で活躍する市内企業50社や
市内５大学を紹介する冊子「あ
つぎものづくりブランド2012」
が完成しました。次の公共施設
で配布していますので、ぜひご
覧ください。市ホームページで
も公開中です。
《配布場所》
市政情報コーナー、中央図書館、
勤労福祉センター、公民館、
本厚木・愛甲石田駅連絡所

技

あつぎものづくりブランド 検 索

卓越した技術を誇る50社を１冊に

あつぎからニッポン、そして世界へ。

◆新しい都市ブランドの創造
◆市内企業支援・経済活性化
◆事業拡大・企業誘致の促進
◆厚木市への誇りと愛着

問産業振興課☎225局2830
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225局2380･薨225局3027･e-mail=
5500@city.atsugi.kanagawa.jp
◆道路の構造の技術的基準等を
定める条例骨子
問〒243-8511道路管理課☎225局
2300･薨221局0298･e-mai l=
4050@city.atsugi.kanagawa.jp
◆下水道条例改正骨子
問〒243-8511下水道総務課☎225
局2362･薨222局8749･e-mail=
5200@city.atsugi.kanagawa.jp
◆都市公園条例改正骨子
◆都市緑地法に係る特別緑地保全
地区の制度骨子
問〒243-8511公園緑地課☎225局
2412･薨225局3027･e-mai l=
4800@city.atsugi.kanagawa.jp
◆企業等の立地促進等に関する
条例改正骨子
問〒243-8511産業振興課☎225局
2832･薨223局7875･e-mai l＝
3900@city.atsugi.kanagawa.jp
■七沢弁天の森キャンプ場条例
廃止〈意向調査〉
問〒243-8511青 少 年 課 ☎225局
2581･薨224局9666･e-mai l=
8700@city.atsugi.kanagawa.jp
　いずれも閲覧期間は11月1日～
30日（■印は15日）。閲覧場所は、
各課窓口、市政情報コーナー、公
民館、本厚木･愛甲石田駅連絡所、
総合福祉センター、中央図書館、
市ホームページ。応募資格は、市
内在住在勤在学の方または市内で
活動する個人･法人･団体。応募は
11月30日（■印は15日。消印有効）
までに閲覧場所にある応募用紙を
備え付けの「わたしの提案」箱に投
函するか、直接または郵送、ファク
ス、Ｅメールで問い合わせ先へ。

南部学校給食センター
栄養士（臨時職員）募集
　《対象》管理栄養士または栄養
士1人《勤務場所》南部学校給食

センター（船子602-7）《勤務日》
月～金曜のうち4日間《勤務時間》
8時30分～17時15分《雇用期間》
平成25年1月4日～3月下旬（更新
あり）《賃金》日額8,700円（交通
費別、社会保険あり）《勤務内容》
小学校給食に関わる事務や衛生管
理など。申写真を貼った市販の履
歴書に必要事項を書き、直接また
は郵送で11月13日（必着）までに〒
243-0034船子602-7南部学校給食
センター☎225局2652へ。面接あり。

秋の火災予防運動
　11月9日～15日は「消すまでは
出ない行かない 離れない」をス
ローガンに秋の火災予防運動を実
施します。生命、財産を守るため、
火災予防に心掛けましょう。
◇住宅用火災警報器の設置を◇昨
年の6月から設置が義務付けられ
ています。問予防課☎223局9371。

11月は「児童虐待防止推進月間」
　児童虐待を防ぐためには、早期
発見・対応が重要です。虐待を発
見した時は、こども家庭課子育て
家庭相談担当☎225局2244または
厚木児童相談所☎224局1111（夜
間、土・日曜、休日は子ども・家庭
110番☎0466・84局7000またはか
ながわ子ども虐待ナイトライン☎
0466・83局5500）へ。

ひとり親家庭などの医療費助成現況届
助成を受給している方は11月30

日までに現況届を提出してくださ
い。届け出には保険証などが必要
です。児童扶養手当を受給してい
る方は届け出の必要はありません。
問こども家庭課☎225局2241。

11月青春劇場スケジュール
3日＝唄う！青春劇場カラオケ

大会。17時～18時。入場料1,000円。
24日＝落語会（出演・桂夏丸）。
11時～12時30分。入場料500円。
いずれも会場はイオン厚木店。
問にぎわい処☎225局2840。

放送大学神奈川学習センター
と県央8市との公開学習会
　11月17日、13時～16時40分。大
和市渋谷学習センター。安全･安
心をテーマにした黒岩知事の講演
と市民グループの事例発表。定員
15人。無料。申11月12日までに直
接または電話で生涯学習課☎225
局2512へ。申し込み順。

年末調整などに関する説明会
11月14日、13時30分～16時。文
化会館。年末調整の仕方、法定調
書･給与支払報告書の作成など。
事業所や事業主。無料。問年末調
整･法定調書＝厚木税務署☎221局
3261。給与支払報告書＝市民税課
☎225局2011。

骨粗しょう症検診と予防教室
12月6･8･10･14日、9時～16時の
うち1時間（14日は13時～16時）。
保健センターなど。骨密度測定と
骨粗しょう症予防教室。市内在住
の30歳以上の女性で①8月の検診
を受診していない②現在治療を受
けていない―の全てを満たす方
350人。800円（市民税非課税世帯
に属する方と生活保護法による被
保護世帯に属する方は無料）。申
ハガキに「骨粗しょう症検診申し
込み」、希望日、〒住所、氏名、
生年月日、年齢、電話番号を書き、
11月19日（消印有効）までに
〒243-0018中町1-4-3健康づくり
課☎225局2201へ。抽選。

お口の寝たきり予防のために
①12月13日②18日、14時～15時
30分。総合福祉センター。①歯の
健康について歯科医師が講義②摂
食嚥

えん

下
げ

に関する管理栄養士の講義
と演習。市内在住で65歳以上の方
30人（要支援・要介護の認定者を除
く）。無料。申直接、電話またはハ
ガキ、ファクスに教室名、〒住所、

氏名、生年月日、電話番号を書き、
11月30日（必着）までに〒243-8511
高齢福祉課☎225局2388･薨221局
1640へ。抽選。ウェブ申 120482

一緒に始める禁煙生活
　たばこの害を知り、希望日から
の禁煙を目指す（3カ月コース）。市
内在住でたばこをやめようと思っ
ている方。無料。申健康づくり課☎
225局2201へ。申し込み順。 110967

知って得する生命保険の話

祉センター。生命保険に関する講
習。市内在住在勤在学で18歳以上
の方10人。無料。申電話またはファ
クスに〒住所、氏名、年齢、電話
番号を書き、11月25日（必着）ま
でに勤労者福祉サービスセンター
☎227局5454・薨227局5405へ。抽選。
ウェブ申 120502

「パワハラのない職場づくり」セミナー
　12月3日、14時～16時。パート
ナーセンター。弁護士によるパ
ワーハラスメントに関する講演。
定員50人。無料。申電話またはファ
クスに氏名、電話番号を書き、11
月29日（必着）までにかながわ労
働センター県央支所☎296局7311･
薨222局5375へ。申し込み順。

宅地建物取引業協会の相談会
　11月8日、10時～16時。プロミティ
あつぎビル（中町4-16-21）。専門
家による法律や税金、不動産取引
などの相談。弁護士相談は13時～
16時（要予約）。無料。問宅地建物
取引業協会県央支部☎224局6561。

七沢弁天の森キャンプ場
条例廃止に係る意見交換会
　11月9日、19時～20時。ヤングコ
ミュニティセンター。申当日直接
会場へ。問青少年課☎225局2581。

市民の皆さんから意見を募集
◆都市再生整備計画事後評価原案
問〒243-8511企画政策課☎225局
2450・薨225局3732・e-mail＝1100
@city.atsugi.kanagawa.jp
◆（仮称）準用河川に係る河川管
理施設等の構造に関する条例骨子
問〒243-8511河川ふれあい課☎

広報番組11月 の ガ イ ド
11月1日～10日 ◆輝く厚木の若者たち

11月11日～20日 ◆未来を担う技術者たち
若い力でまちに活気を与えようと活動する若者たちを紹介。

ものづくりの現場で活躍している技術者を紹介。
CATV放送時間（15分）
 ①12時～
 ②19時30分～
 ③22時45分～

番組はホーム
ページ動画配信

CATV放送
開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

市役所への郵便物は「〒243-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　ウェブ申 ＝ウェブでの申し込み可

あつぎ健康相談ダイヤル24
さわやか1番 よいこころ

インターネットモニターからの意見を紹介

10月1日号広報あつぎを読んで◆厚木でゴボウを育て
ているとは知らなかった。朝市に行ってみたいと思っ
た／30代女性・岡田◆ＳＮＳの活用は今後の行政に
とって重要なポイントになってくると思う／20代男
性・愛甲◆自治会に加入することで横のつながりが
できる。もっと加入促進すべき／40代男性・みはる
野◆ごみはとても身近で継続的に関わらなければな
らない問題。改善すべきところがたくさんある／60
代女性・妻田西◆秋らしいイベントが盛りだくさん
で、行ってみたい気持ちになった／40代女性・水引

厚木市　インターネットモニター結果 検 索

4カ月にわたって取材した
チームキャラフル（4・5面）。
終盤では次の活動に向けた議論
が白熱していました。代表の内
田さんは、プロジェクトメン
バーのサポートに徹していたた
め、もどかしさも感じていた様
子。うまく助言できずに力不足
を感じることもあったようです。
次のイベントは自分たちで手掛
け、「チームとしてさらに成長
を」と意気込んでいます。どん
なプロジェクトになるのか、今
後の活動に注目です。（清水）

教育委員会人事 委員長に
難波氏を選出

難波有三 氏 馬嶋順子 氏 田口孝男 氏

10月1日付けで委員長に難波有三氏（58）、委
員長職務代理者に新

しん

川
かわ

勉氏（53）を選出しまし
た。委員長の任期は平成25年9月30日までです。
　教育委員の山本玲子氏（67）、利根川勇氏（65）
の任期満了に伴い、10月16日付けで馬

ま

嶋
じま

順
より

子
こ

氏
（56）、田口孝男氏（52）が、議会の同意を得て
教育委員に任命されました。

問教育総務課☎225局2600
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古民家セミナー
～藤沢の古民家を見る～
　12月12日、10時～15時。市役所
本庁舎集合。講師の話を聞きなが
ら江戸時代の古民家を見学。無料。
申11月16日までに郷土資料館☎
225局2515へ。抽選。ウェブ申 120366

ふるさと芸能発表会
　11月23日、12時30分～16時30分。
文化会館。県人会による郷土色豊
かな芸能･民謡などの公演と抽選
会。無料。申当日直接会場へ。問
市民協働推進課☎225局2101。

からだいきいき運動教室
　①Ａコース＝12月7日～3月1日
の金曜（12月27日は木曜、1月4日
を除く全12回）。14時～15時50分。
東町スポーツセンター。②Ｂコー
ス＝12月5日～2月27日の水曜（1
月2日を除く全12回）。10時～12時。
ぼうさいの丘公園（温水783-1）。
③Ｃコース＝12月4日～2月26日の
火曜（12月26日、1月16日、2月13
日は水曜。1月1日を除く全12回）。
10時～12時。荻野運動公園（中荻
野1500）。④Ｄコース＝12月7日～

3月1日の金曜（12月27日は木曜、
1月4日を除く全12回）。10時～11
時50分。東町スポーツセンター。
⑤Ｅコース＝12月12日～3月6日の
水曜（1月2日を除く全12回）。14
時～15時50分。ヤングコミュニ
ティセンター。
　いずれも定員は30人。対象は、
市内在住で65歳以上の方（要支援・
要介護の認定者を除く）。無料。
申直接、電話またはハガキ、ファ
クスに教室、コース名、〒住所、
氏名、生年月日、電話番号を書き、
11月15日（必着）までに〒243-8511
高齢福祉課☎225局2388・薨221局
1640へ。抽選（A～Cコースは未
受講者優先）。ウェブ申 ①120475
②120476③120477④120478⑤120479

健康アップ地区運動教室
　12月7･11･19･25日、1月8･
15･22･29日、2月5･12･19･26日、3月 
6･12･19日（全15回）。9時30分～
11時30分。依知南公民館（下依知
406-1）。チューブを使った体操と
エアロビクス。市内在住の昭和22
年4月2日～48年4月1日生まれで介
護保険サービスを利用していない
方25人。無料。申11月21日までに

健康づくり課☎225局2201へ。抽
選。ウェブ申 120480

スポーツ指導者セミナー
　12月8日、14時～
15時30分。荻野運動
公園。「楽しく走れ
る、ランニングのス
スメ！」をテーマに、
24時間テレビでおなじみの坂本雄
次さんが講演。市内在住在勤在学
の方150人（中学生以上）。申ハガ
キ、ファクス、Ｅメールに「スポー
ツ指導者セミナー希望」、〒住所、
氏名（ふりがな）、年齢、電話番
号を書き、11月15日（必着）まで
に〒243-0039温水西1-27-1体育協
会☎247局7212・薨248局7151・
e-mail＝info@atsugi-taikyo.
or.jpへ。抽選。ウェブ申 120493

月例マラソン参加者募集
　11月11日、12月16日、2月17日、
3月10日。荻野運動公園《部門と
スタート時間》小学生の部（親子
での参加可）＝1～4年生（1㌔）
は9時40分、5･6年生（1.5㌔）は9
時50分。中学生の部（3㌔）＝10
時20分。一般の部＝3㌔は10時、5
㌔は10時40分。市内在住在勤在学
の方。無料。申当日各部門のスター
トの10分前までに会場受け付け
へ。問体育協会☎247局7212。

市斎場施設見学会
　11月18日、①9時30分～②11時～
③13時30分～。厚木市斎場（下古沢
548）。現地集合。施設の見学と葬儀
の説明。定員各回50人。無料。申11
月1日～14日に厚木市斎場☎281局
8595へ。申し込み順。

あつぎヒューマンライツフェスタ
　12月8日、13時30分～15時30分。
文化会館。作家・保護司の大沼え
り子さんの講演「一人一人が輝い
て」など。県内在住在勤在学の方
250人。無料。手話通訳･託児あり
（1歳～小学3年生）。申電話または
ハガキ、ファクスに講演会名、〒住
所、氏名（ふりがな）、電話番号、
託児の有無（子どもの氏名･年齢）
を書き、11月20日（必着）までに
〒243-0018中町1-4-3人権男女参
画課☎225局2215･薨223局8432へ。

抽選。ウェブ申 120503

森林セラピー
　《七沢》11月14日、9時30分～15
時。東丹沢七沢観光案内所（七沢
751-1）集合。鐘ヶ嶽ハイキング
コースを歩く《飯山》11月20日、
9時30分～14時30分。飯山温泉ふ
るさとの宿（飯山5547）集合。飯
山白山森林公園を歩く。定員各20
人。1,000円（資料・保険・入浴料）。
申それぞれ前日までに東丹沢七沢
観光案内所☎248局1102へ。申し
込み順。

歴史探訪と温泉
　11月13日、9時30分～15時（雨
天中止）。東丹沢七沢観光案内所
集合。紅葉の奥七沢で歴史を学び、
パワースポットと温泉で心身を癒
やす。市内在住在勤の方30人。
1,000円（資料・保険・入浴料）。
申11月8日までに東丹沢七沢観光
案内所☎248局1102へ。申し込み順。

健康づくり大学
　《飯山》11月8日、9時30分～14
時30分。飯山温泉元湯旅館（飯山
4916）集合。飯山温泉郷周辺での
運動と旅館での食事・入浴《七沢》
11月21日、9時30分～15時。東丹
沢七沢観光案内所集合。東丹沢七
沢温泉郷周辺でのノルディックウ
オーキングと七沢温泉元湯玉川館
での食事・入浴。3,000円（食事・
入浴料）。定員各40人。申それぞ
れ4日前までに東丹沢七沢観光案
内所☎248局1102へ。申し込み順。

健康あつぎ推進リーダーの教室
◆リンパ体操教室
　12月5日、10時～11時30分。厚木
南公民館（旭町3-14-4）。リンパ
の流れを良くする体操を学ぶ。市
内在住の方30人。無料。 120556
◆秋の森林癒やし体験
　11月28日、9時30分～12時30分。
尼寺老人憩の家（飯山4742）集合。
案内人と自然を満喫し、ストレス
緩和と生活習慣病予防を図る。市
内在住の18歳以上の方30人。無料。
雨天中止。 120491
　いずれも申し込みは11月5日か
ら健康づくり課☎225局2201へ。
申し込み順。

タウンガイド

マイタウンクラブ

http://www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「ウェブ申」と記されたものは、
ウェブ上から申し込みができます。

市役所への郵便物は「〒243-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　ウェブ申 ＝ウェブでの申し込み可
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《日時･会場》
①11月14日　13時30分～15時
　勤労福祉センター･大会議室

②11月17日　18時30分～20時
　ぼうさいの丘公園・講義室

《内　容》
　議会報告（平成23年度決算の審
査概要）と意見交換。

《申し込み》
　当日直接会場へ。

●問議会総務課☎225局2701

　市民の皆さんと情報を共有
し、開かれた議会を推進する
ため、厚木市議会主催の議会
報告会を開催します。お気軽
にご参加ください。

【キャンピングエリア】キャンピングカーとキャンプ用品の実用的展示・
試用／ダッチオーブン、グリルなどでの調理レッスン（予約制）
【冒険エリア】チェーンソーアートのデモンストレーション／立ち木の切
り倒し実演／丸太切り／まき割り体験／スポーツ綱渡り体験など
【森林セラピーエリア】ノルディックフィットネスウオークレッスン／ト
レイルランニングレッスン／森の中の癒やしゾーン設置
【その他】マウンテンバイク・ロードバイク試乗体験／あつぎＯ

お い し い

ＥＣフー
ドなどの飲食ブース 

秋の自然を満喫しよう2012

あつぎアウトドアフェスタ
第2回 議会報告会

5月に実施した議会報告会の様子（荻野運動公園）

※両日とも同じ内容を予定しています。
※ 駐車スペースが少ないため、公
共交通機関をご利用ください。

入場
自由

　厚木のアウトドアの楽しみ方を一
挙に紹介するイベントを開催します。 
趣向の異なる4つのエリアが、皆さ
んをお待ちしています。

問市観光協会☎228局1131

120452

日時 11月23･24日　10時～16時 会場　県立七沢森林公園



この「広報あつぎ」は、再生紙を使用しています。不用になりましたら、資源回収にお出しください。

（10月1日現在）

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国籍市民は住民基本台帳による

人 　 口

94,225世帯 －前月比35世帯増－

224,776人(男116,889人､女107,887人) 
－前月比75人増－

●65 歳 以 上＝43,925人(男20,562人･女23,363人) 
●外国籍市民＝ 5,226人(男 2,514人･女 2,712人)

世 帯 数

あつぎ国際大道芸 検 索

あつぎ観光旅行社
facebookも
チェック！

　　本厚木駅周辺　10時30分 START
10土夜会・11日フィナーレ【厚木公園】17時～

国内外から一流のパフォーマーが厚木に集結！

　厚木の街が劇場になってあなたをお出迎え。曲芸、マジック、
パントマイム…あなたのお気に入りの大道芸人は誰？

東日本大震災復興支援事業

問商業にぎわい課☎225局2840
フェースペイント

本厚木駅北口

一番街①

一番街②

サンパーク

福祉センター1階

中町公園

インフォメーション

A

B

C

D

E

F

花の公園

さつき公園

厚木公園

中央公園

旧パルコ前

あさひ公園

 演技ポイント 

あつぎ消防団
ふれあい広場
（11日）

ブルーウェーブバザー

総合福祉センター
フェスティバル

あつぎアート楽市

あつぎグルメフェア

あさひ公園まつり

まち元気物産フェア
あつぎ技能祭

厚木一番街
フードコート

なかちょう
大通り商店街
フードコート

パートナーフェスタ2012
（9・10日）

レンブラント
ホテル厚木

な
か
ち
ょ
う
大
通
り厚

木
一
番
街

あ
つ
ぎ
大
通
り

旧パルコ

H

G

I

J

K

L

K

L

会　場
案内図

◆あつぎグルメフェア
10時30分～18時30分。 I 厚木公園。
世界各地のおいしい料理が屋台になって大集合。
◆まち元気物産フェア
10時30分～16時30分。 J 厚木中央公園。
厚木と全国の物産が大集結。
◆あつぎアート楽市
11時～17時。 Dサンパーク。
手作りアートの青空市。
◆印の問い合わせは商業にぎわい課
☎225局2840

■第31回あつぎ技能祭
10時30分～16時30分。 J 厚木中央公園。
包丁研ぎ／技能実演・技能体験など。
問産業振興課☎225局2585
■ブルーウェーブバザー
10時30分～16時30分。 J 厚木中央公園。
被災地支援の掘り出し物バザー。
問厚木商工会議所☎221局2153
■第22回総合福祉センターフェスティバル
10時～16時。 E 総合福祉センター。
ボランティア活動紹介など。
問福祉総務課☎225局2525
■パートナーフェスタ2012（9・10日）
９時～16時。 E パートナーセンター。
利用者による展示・発表など。
問人権男女参画課☎225局2454
■あさひ公園まつり
10時～16時。 L あさひ公園。
模擬店、子どもが楽しめるイベントなど。
問厚木商工会議所☎221局2151
■第3回あつぎ消防団ふれあい広場（11日）
10時30分～16時30分。市役所西側駐車場。
消防車の展示、体験コーナーなど。
問消防総務課☎225局2881

にぎわい爆発
フェスティバル

お得な
クーポン付き

「公式ガイドブック」
書店・コンビニで

発売中
定価100円




